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6 ）前掲注 2 参照
7 ）北脇実代子「日本人移民女性を教育すること：1910年代における横浜YWCAの
試み（研究ノート）」『研究紀要 CARITAS 第45号』、カリタス女子短期大学、




















そもそも、YWCAとはどの様な団体なのか。1905年 7 月 1 日から『明
治の女子』に「基督教女子青年会とは何ぞや」という記事が 4 回に渡っ







9 ）『女子青年界 : 日本YWCA機関誌.　復刻版』不二出版、1992年 4 月～1994年 1
月
10）『回顧二十年』桑港日本人基督教女子青年会、1932年10月 5 日、Abiko Family 
Papers（以下、AFP）Box11 Folder 6 に収録
11）『新天地』新天地社、1912年 1 月～1914年 1 月、 3 卷 1 號 （明45． 1 ．20）～ 5
















































































































































2 月 5 日（月） 久太郎は伝道団の歓迎会と評議員会があり出席。



















4 月17日（水） 午後 2 時リフォームド教会で女子青年会準備委員会開催。出席者は12、 3 名。役員選挙あり。会長：余奈子（辞退）、副会長：小室、会計：宮崎、幹事：小林、寄宿舎監督：大久保（音）
4 月27日（土） 会長問題・寄宿舎問題につき久太郎からの質問を受ける。




















6 月 8 日（土） ガーフ街に女子青年会会館がある。
6 月19日（水） 女子青年会館にて 3 時より役員会あり。小室・大久保・小林・森下氏（夫人代理）参加。寄附金募集の件、寄宿舎の規定などについて討議。




9 月10日（火） 女子青年会役員会あり（小室・森下・宮崎・余奈子）。午後 2 時半から第 1 回英語研究会あり。出席者10名（小室・宮崎・森下・小林・大久保わかこ・中林・青木・森山・福島・余奈子）
9 月17日（火） 第 2 回英語研究会。ミス・フォーブスの紹介の仕方などを指導する。新メンバ （ー名尾・三保・岡部・水原）＋中村・青木・福島・大久保・小林・余奈子で参加。




11月 5 日（火） 選挙のため休日となる。よって青年会も休み。
11月 7 日（木） 来週の講演会について小室・小林と相談。
11月12日（火） 英語研究会。青木・大久保・余奈子


































1912年 2 月 5 日（月）　伝道団評議員会の開催
○久太郎は伝道団の歓迎会と評議員会があり出席。
●伝道団評議員会歓迎会
　伝道団評議員会に出席する牧師及び評議員を 2 月 5 日夜桑港組合教会
に於いて歓迎す。「伝道団報」『新天地』、第 3 巻第 3 号1912年 3 月 1 日、 5 － 6 頁
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊















































　 5 月 8 日（水）宮崎夫人会計辞任
　 5 月10日（金）久太郎と共に小室夫妻に会長問題を相談する。
　　　　　　　　小林夫人は牛嶋さんに勧めてはどうかと提案。
　 5 月16日（木） 大久保夫人と小林夫人と会長問題研究をし、森下夫人
を候補にたてる。






















『新天地』、1912年 6 月 1 日、 5 頁　　　　　　 『新天地』、1912年 8 月 1 日、 3 頁
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊






































下記は設立費寄附金申込者芳名（第 2 回）一覧である。第 1 回の記事
は見つからなかったが、設立メンバーを含め多くの日本人、特に女性が
寄附をしている事が分かる。

















『新天地』、1912年 8 月 1 日、 2 頁
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本人YWCAは 7 つの希望を掲げている。（ 1 ）女子教育の機関（ 2 ）婦
人の寄宿舎（ 3 ）婦人の図書館（ 4 ）婦人の隠れ家（ 5 ）婦人の社交倶

















 『新天地』、1912年 8 月 1 日、 3 頁
と記されるように、日本人が移動を始めた事で生じた問題に対して早期
に向き合い、解決へ導くために設立が発案されたのである。










































































女子青年会設立費会計報告（1912年 9 月 4 日〆） 女子青年会設立費会計報告（1912年 9 月 4 日〆）
金額 備考 金額 備考
前月度〆切不足額 ▲25.83ドル 総収入額 170.48ドル
寄付金領収 24.25ドル 支出総額 87.56ドル
差引不足金 ▲1.58ドル （本会計より支出） 差引残金 82.92ドル
③ ④
女子青年会設立費会計報告（1912年 9 月度） 女子青年会設立費会計報告（1912年10・11・12月）
金額 備考 金額 備考
総収入額 149.17ドル （前回繰越金含） 総収入額 311.19ドル （繰越金78.49ドル含）
＋0.3ドル間違いか
支出総額 70.68ドル 支出総額 287.58ドル
差引残金 78.19ドル 差引残金 23.61ドル
⑤ ⑥
女子青年会設立費会計報告（1913年 1 ・ 2 ・ 3 月） 女子青年会設立費会計報告（1913年 1 ・ 2 ・ 3 月）
金額 備考 金額 備考
総収入額 525.36ドル （前回繰越金含） 音楽会総収入額 310.75ドル
支出総額 376.63ドル 音楽会支出総額 63.55ドル





























































8 月 6 日（水） 新渡戸先生に手紙を書く。新井伯にあて、女子青年会についてお願いをする。


































































































































おり、1913年 7 月 4 日（金）には女子青年会に道子とマクドナルド氏を
訪問し会見。桑港女子青年会事業の事を熟議している。専任幹事の登用
や在日YWCAへの働きかけがあったからこそ、1915年に道子がアメリ
カを訪問し横浜YWCAと桑港日本人YWCAが移民事業の提携をするに
至っている。横浜YWCAとの移民事業の締結のおかげで、渡米日本婦
人達が救われる事となる。本稿では触れないが、渡米女性へのYWCA
の働き掛けについては、別稿で検討する。
おわりに
本稿では桑港日本人YWCAについて、先行研究で用いられてこなかっ
た史資料、桑港日本人YWCAの総委員長であった余奈子の日記、手紙、
桑港日本人YWCA設立に寄与した伝道団の機関誌『新天地』から設立
初期の桑港日本人YWCAをなるべく詳細に、時間軸を正確にしながら
状況を解明する事を心掛けた。
従来の研究では、桑港日本人YWCAについては20周年記念誌『回顧
25）前掲注10、 3 頁参照
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二十年』の情報を基に研究が進められ、当時の状況が描かれてきた。こ
の史料は雑誌として発行されているため、非常に読みやすく史料として
用い易い。しかし、その正確性や制作者にまで注意を払っていないため、
史実との整合性や裏付けがなされてこなかったのは問題である。
そこで本稿では『回顧二十年』の内容についても再検討を行い、従来
の研究では取り上げられてこなかった伝道団についても時系列に沿って、
桑港日本人YWCAとの関係性と活動実績を明らかにしてきた。
第 1 章では先行研究の動向と問題点、YWCAとはどの様な団体であっ
たのか。日本のYWCAがどの様に設立されたのかについて、先行研究
を基に述べてきた。
第 2 章では桑港日本人YWCAの設立過程について、まずは設立発起
人である伝道団について吉田氏の論文と機関誌『新天地』を参考にしな
がら詳細に説明をした。
設立過程については時間軸を大切にしながら、関係者、関係事項など
を明らかにした。従来の研究では一部の教界婦人が集まり設立され、更
にその過程については特に注目されて来なかった。
本稿を通して、桑港で日本人移民社会にある程度の影響を及ぼすこと
になる団体の設立への過程と、困難、工夫、人間関係が明らかになった
と思っている。
どの団体であっても発生過程を丁寧に見直し、検証する事により、そ
の後の活動の基盤が明らかとなる。一見地味な作業だが重要な部分でも
ある事を再認識した。
第 3 章では、桑港日本人YWCAの1912年～1913年にかけての初期活
動について、財政状況と具体的な活動実績を明らかにした。財政状況に
ついては数少ない資料ではあったが、収支表を作成する事によって状況
を可視化できる様に心掛けた。
本稿では、外国での日本人女性による日本人女性のための団体設立に
ついて詳細に検討し、桑港日本人YWCAの設立が決して順風満帆では
なく、むしろ開会直後から困難な道へとひた走り、状況を打開するため
の活動について、余奈子という女性が残した日記に注目し、その他史料
を用いながら、活動実績を出来るだけ正確に明らかにした。
今回新たに桑港日本人YWCAへの寄附金提供者に成瀬仁蔵がいた事
が分かった。
31
また、一部ではあるが、日本の財界人の繋がりについても垣間見る事
ができた。渋沢栄一と梅子はかなり密接なつながりがあったので、漠然
と余奈子との関係も渡米する以前からあったものと思っていたが、実際
には1913年の帰国時の寄附金募集活動まで、関係性はあまりなかった事
も分かってきた。
余奈子は新渡戸夫妻との関係が非常に密接で、日記・手紙にとその名
を何度も目にする。これまで、安孫子夫妻に関する人物相関には久太郎
をとりまく財界人や各業界の指導者を中心に系図を広げていたが、今後
は余奈子を取り巻く人物関係にも着目していきたい。
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